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１．決算概況
市場環境

連結業績概要

 世界経済は、⽶国の保護主義的な通商政策への傾倒による⽶中貿易摩擦により世界貿易の
先⾏きに懸念が広がったものの、⽶国・欧州を中⼼とした先進国及び中国をはじめとする
新興国においても好調な経済環境が継続。

 ⽇本経済も堅調な世界経済を受けて、企業収益・雇⽤環境が引続き改善し、緩やかな景気拡⼤
傾向が継続。

 フォークリフトを中⼼とする物流機器業界も市場規模は拡⼤傾向であるものの、競争環境は
ますます厳しさを増しており、市場の変化やお客様ニーズに応えることで、より⼀層の売上増加・
シェアアップを⽬指す。

 売上⾼は⽶州・⽇本で売上が伸⻑したことや円安による為替換算増等が寄与し、
前年⽐実質＋9.3％の増収。
また、営業利益は資材費⾼騰等が響いたが、原価改善や売上増による粗利増が寄与し、
前年⽐実質＋36.5％の増益。
なお、制度会計ではのれん償却期間の違いなどにより、前年⽐▲11.7％の減益。

（注）2017年3⽉期は、2017年1⽉にユニキャリア社の全株式を取得したことで連結対象としている（2016年12⽉までは持分法適⽤）
本資料では⽐較を容易にする観点から、2017年3⽉期について12ヶ⽉間フル連結したものと仮定した仮想連結対⽐で⽐較している。
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損益計算書 2017年3⽉期 2017年3⽉期
（ユニキャリア仮想連結※） 2018年3⽉期 前年同期⽐増減

（仮想連結との⽐較）

売上⾼ 2,710 3,964 4,331 +367 +9.3％
営業利益（のれん償却前）
（営業利益率）

131.4
（4.8％）

166.6
（4.2％）

191.3
（4.4％） +24.7 +14.9％

のれん償却 ▲26.3 ▲98.6 ▲98.5
営業利益
（営業利益率）

105.1
（3.9％）

68.0
（1.7％）

92.8
（2.1％） +24.8 +36.5％

経常利益
（経常利益率）

89.8
（3.3％）

63.7
（1.6％）

84.3
（1.9％） +20.6 +32.3％

親会社株主に帰属する
当期純利益
（当期純利益率）

36.4
（1.3％）

15.2
（0.4％）

29.4
（0.7％） +14.2 +93.5％

２．決算ハイライト
（単位：億円）

貸借対照表 2017年3⽉期 2018年3⽉期 前年同期⽐増減

総資産 3,669 3,765 ＋96 ＋2.6％

総負債 3,069 3,141 ＋72 ＋2.3％

純資産 600 624 ＋24 ＋4.0％

※仮想連結：ユニキャリア社の2017年3⽉期業績を仮にフル連結した場合の概算数値

2017年3⽉期実績レート：USD＝108.38円 EUR＝118.79円 CNY＝16.11円
2018年3⽉期実績レート：USD＝110.85円 EUR＝129.70円 CNY＝16.75円
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３．セグメント別業績

売
上
⾼

営
業
利
益

2017年3⽉期 2018年3⽉期2017年3⽉期
仮想連結

（単位：億円）

地域別内訳（2018年3⽉期）

⽇本
41％

（44％）

欧州
18％

（17％）

⽶州
33％

（31％）

3,964

2,710

4,331

売上⾼：国内では電気⾞の販売増、海外では需要拡⼤による増収

営業利益：国内は電気⾞増・円安寄与で増益、海外は売上増、原価低減等が寄与し増益

2017年3⽉期 2018年3⽉期2017年3⽉期
仮想連結

（単位：億円）
セグメント別内訳（2018年3⽉期）

国内事業
39.6％海外事業

60.4％

191.3
166.6

105.1

アジア・
中国
8％

（8％）

（）は前年実績



3,964

4,331
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４．連結売上⾼増減要因（前年同期実績対⽐）

131

31

1423

167
為替影響

国内事業

⽶州事業 欧州事業
アジア・中国

事業

連結売上⾼
367億円増

（単位：億円）

円安による為替換算差に加え、⽶州・⽇本を中⼼とした販売増が寄与し増収

2017年3⽉期
実績値

（仮想連結）

2018年3⽉期
実績値
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５．連結営業利益増減要因（前年同期実績対⽐）

売上増に伴う
粗利増/

MIX

2017年3⽉期
実績値

（のれん償却前）
（仮想連結）

2018年3⽉期
実績値

（のれん償却前）

原価
低減

資材費
⾼騰

売上増に伴う
経費増

ユニキャリア
アメリカ
ERP

影響解消 会計処理
統⼀等

中国⼦会社
損失処理

のれん償却

39.1

▲98.5

26.5
9.0

92.8

166.6

2018年3⽉期
実績値

（のれん償却後）

▲8.6▲13.2
▲25.0

営業利益
24.7億円増

（のれん償却前）

（単位：億円）

資材費⾼騰・経費増等が響くも、売上増や原価低減等のシナジーが寄与し増益

191.3

▲3.2
0.2

連結調整他
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６．連結貸借対照表
総資産増加の主要因は親会社向けCMS※による短期貸付⾦の増加

資

産

負
債
／
純
資
産

流動資産 1,782 1,934 +152
（有形固定資産） 910 918 +8
（無形固定資産） 860 782 ▲78
（投資その他） 117 132 +15
固定資産計 1,887 1,831 ▲56

3,669 3,765 +96

項⽬ 増減2018年
3⽉期

2017年
3⽉期

資産合計

流動負債 1,516 1,614 +98
固定負債 1,553 1,527 ▲26
負債合計 3,069 3,141 +72
純資産計 600 624 +24

3,669 3,765 +96負債・純資産合計

項⽬ 増減2018年
3⽉期

2017年
3⽉期

1,887 1,831

1,782 1,934

2017年3⽉期 2018年3⽉期

600 624

3,069 3,141

2017年3⽉期 2018年3⽉期

3,669

3,765

3,765

3,669

資産
96億円増

負債
72億円増

純資産
24億円増

流動資産
売上増に伴う売掛債権・棚卸資産の増加
三菱重⼯業グループ向けCMSで短期貸付⾦が増加（＋116）

固定資産
のれん償却により減少

流動負債
急激なユーロ⾼等による為替換算で借⼊⾦が増加（外貨ベースでは
借⼊⾦は減少）

固定負債
⻑期借⼊⾦返済により減少

（単位：億円）※CMS：キャッシュマネジメントシステム



© MITSUBISHI LOGISNEXT CO.,LTD.  All rights reserved. 9

７．連結キャッシュ・フロー計算書
現⾦同等物の期⾸残⾼

194.2
現⾦同等物の期末残⾼

145.5

現⾦同等物の増減額
▲48.7

投資C/F ※1
▲178.4

（前年同期▲185.1）

財務C/F
▲71.9

（前年同期＋610.5）

営業C/F
＋311.3

（前年同期＋326.1）

FCF＋132.9 ※2
（前年同期＋141.0）

（単位：億円）

今期は三菱重⼯業へのグループ内CMSによる短期貸付が116億円増加したことで投資C/Fが
増加しており、その影響を含めた今期の投資C/Fは▲294億円。前年同期のユニキャリア連結影響
▲655億円を含めた投資C/Fは▲840億円
今期のFCFは三菱重⼯業向けCMS影響含めると+17億円。前年同期のFCFはユニキャリア連結
影響を含めると▲514億円

※1

※2

三菱重⼯業グループ内CMS増+116を考慮した
実質増減額は、67億円の増加 ※1
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８．2019年3⽉期通期業績⾒通し

項⽬ 2018年3⽉期
（実績）

2019年3⽉期
（予想）

販売台数 113千台 118千台

売上⾼ 4,331 4,350

営業利益（のれん償却前）
（営業利益率）

191.3
（4.4％）

208.5
（4.8％）

のれん償却 ▲98.5 ▲83.5

営業利益（のれん償却後）
（営業利益率）

92.8
（2.1％）

125.0
（2.9％）

経常利益
（経常利益率）

84.3
（1.9％）

110.0
（2.5％）

親会社株主に帰属する
当期純利益

（当期純利益率）

29.4
（0.7％）

60.0
（1.4％）

1株あたり配当 11円 11円

（単位：億円）

2018年度計画レート：USD=110円 EUR=130円 CNY=16円
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【参考資料】主な経営指標

2017年3⽉期末：714円
2018年3⽉期末：895円

指標 算式 2017年3⽉期
（のれん償却前）

2018年3⽉期はのれん償却負担と単
体の事業構造改⾰費⽤、中国・欧州
⼦会社の損失処理等により悪化

（3.3％）

5.0%

0.8%

(10.7%)

(2.2%)

6.3%

1.3%

（4.4％）

0.7%

2.1%

(2.2%)

(4.8%)

2018年3⽉期
（のれん償却前） コメント

（18.6％）

1.3%

3.9%
2018年3⽉期はのれん償却負担と中
国⼦会社の損失処理等により悪化

効
率
性

棚卸資産回転率

売上債権回転率

総資本回転率 1.0回総資本
売上⾼

売上債権
売上原価

1.2回

棚卸資産

収
益
性 売上⾼当期利益率

売上⾼営業利益率

（2.8％）

3.0倍

16.0%

4.5回

4.8回

5.8回

6.1回

1.3倍

20.9倍

34.2円

安
全
性

1.6倍

32.4倍

27.6円

3.2倍

15.8%

D/Eレシオ

⾃⼰資本⽐率

1株あたり純資産

⾃⼰資本
総資本

有利⼦負債
株主資本

当期純利益
株
主
関
連

当期純利益
総資本

当期純利益
⾃⼰資本
営業利益
売上⾼

当期純利益
売上⾼
売上⾼

株価純資産倍率（PBR）

株価収益率（PER）

1株あたり利益
発⾏済株式数

株価
1株あたり利益

株価

総
合 ⾃⼰資本利益率（ROE）

総資本利益率（ROA）
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【参考資料】四半期推移

930 925
1,015 1,093

997 1,059 1,085
1,190

0
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1,000
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1,400

2016年度

売
上
⾼

営
業
利
益

2017年度

2016年度 2017年度

第1四半期第1四半期

第1四半期第1四半期 第2四半期 第2四半期

第2四半期 第2四半期

第3四半期 第3四半期

第3四半期 第3四半期

第4四半期 第4四半期

第4四半期 第4四半期

（単位：億円）

（単位：億円）

28.8 32.4
46.2

59.2

40.2 38.9 43.1

69.0

※2016年度第1四半期〜第3四半期の数値は仮想連結

営業利益（のれん償却前）
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【参考資料】設備投資／研究開発費
■設備投資額

■研究開発費
（単位：億円）

55.050.8
42.6

2017年3⽉期実績値 2018年3⽉期実績値 2019年3⽉期計画値

旧ニチユ三菱
公表値

旧ユニキャリア
実績値

2017年3⽉期実績値 2018年3⽉期実績値 2019年3⽉期計画値

198
174 180

経常投資

リース／レンタル投資
仮想連結

ベース
（単位：億円）
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【参考資料】株価の推移

（円）

⽇経平均株価推移

当社株価推移

2017年5⽉
経営統合⽅針決定

2015年7⽉
ユニキャリア社の
株式取得を公表

2017年10⽉
三菱ロジスネクスト

誕⽣

（円）

2012年11⽉
三菱重⼯業との
事業統合を公表

5⽉29⽇終値
1,129円

2013年4⽉
ニチユ三菱フォークリフト

誕⽣
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商 号 三菱ロジスネクスト株式会社
（Mitsubishi Logisnext Co., Ltd.）

本社所在地 京都府⻑岡京市東神⾜2丁⽬1番1号
設 ⽴ 1937年8⽉
代 表 者 代表取締役社⻑ 御⼦神 隆
資 本 ⾦ 48億90百万円（2018年4⽉1⽇現在）

事業内容
バッテリーフォークリフト、エンジンフォークリフト、
搬送⽤ロボット、⾃動倉庫、WMS等の物流システム商品、
⼟⽊建設機械、産業⽤エンジン、ミッション等の開発・設計・
製造・販売

事 業 所 【国内】京都・滋賀・神奈川 他
【海外】⽶国・欧州・中国・アジア 他

連結従業員数 約11,000名
年間⽣産能⼒ 約121,000台

【参考資料】会社概要
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【参考資料】国内⽣産／販売拠点
【三菱ロジスネクスト】

本社（京都）
事業所（東京・神奈川）

【直系販社11社】
①ロジスネクストユニキャリア
②ロジスネクスト北海道
③ロジスネクスト東北
④ロジスネクスト東京
⑤ロジスネクスト信越
⑥ロジスネクスト静岡
⑦ロジスネクスト中部
⑧ロジスネクスト近畿
⑨ロジスネクスト中国
⑩ロジスネクスト四国
⑪ロジスネクスト九州

尾道⼯場
（ユニキャリア

ハンドリングシステムズ）

新川崎事業所

滋賀⼯場

安⼟⼯場

京都本社／京都⼯場

三菱ロジスネクスト事業所・⽣産拠点
直系販社 本社所在地

このイメージは、現在表示できません。

②8拠点

①全国に6⽀社137拠点

④39拠点

⑤7拠点

⑥5拠点
⑦21拠点

⑧18拠点

⑨18拠点

⑩7拠点
⑪19拠点

③15拠点

鴻巣⼯場
（グローバル
コンポーネント
テクノロジー）

⽣産拠点：５ 直系販社：11
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【参考資料】主な海外⽣産／販売拠点



2018年度経営⽅針

取締役社⻑ 御⼦神 隆
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１．フォークリフト市場動向

欧州（中東・アフリカ含む）

FY2017
世界台数

1,363千台

2017年度世界市場は中国・アジア・欧州市場が牽引し、前年⽐13.3％増の1,363千台。
2018年度も堅調に推移する⾒込。

⽇本 ⽶州

アジア・豪州 中国
欧州

（中東・アフリカ含む）

⽶州

中国

アジア・
豪州

⽇本

市場台数

電気⾞率

（千台）（千台）

（千台）（千台）（千台）

264 246
300

39028.5%
32.1% 32.7%

37.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

0
50
100
150
200
250
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400
450
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382 404
467

506

76.7%
78.3%

81.1% 81.6%

72.0%

74.0%

76.0%

78.0%

80.0%
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２．2017年度トピックス
新会社「三菱ロジスネクスト」発⾜

【三菱ロジスネクスト 新ロゴマーク】

新規事業の拡⼤と⽣産性の向上
 伸⻑を続ける電気⾞、AGV・AGFの品揃えを拡充。
 エンジン⾞の排出ガス規制への対応と

安全・快適性等を改良。
 ⽣産機種の⼀部集約とエンジン等ユニット共通化

によるシナジーの創出。 レーザー誘導AGF
「Platter Auto」 新型リーチスタッカー「MR4531」

 2017年10⽉1⽇、ニチユ三菱フォークリフトとユニキャリアが
経営統合し、世界トップクラスの物流機器メーカー
「三菱ロジスネクスト」誕⽣。

経営基盤の構築

 本社機能を京都府⻑岡京市に集約、⼈事制度を⼀本化。
 マルチブランド戦略に基づきブランドを整理。
 ⽇⽶欧3拠点でのグローカル開発体制を強化。
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３．2018年度経営⽅針

（単位：億円）
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売上⾼ 営業利益率（のれん償却前）

FY2017
実績値

FY2018
計画値

FY2020
中期経営計画⽬標値

⽬指す姿

4,331

中期経営計画「Perfect Integration 2020」
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4,600

4.4％ 4.8％
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融合・構築PHASE
拡充・発展PHASE

 中期経営計画「Perfect Integration 2020」の2年⽬
 「融合・構築PHASE」の総仕上げと「拡充・発展PHASE」へのスムーズな移⾏
 「既存事業」「シナジー」「新規事業」の3本柱で収益⼒を強化

2018年度の位置づけ
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４．連結営業利益増減要因 （2018年度計画／
2017年度実績対⽐）

FY2017実績
（のれん償却前）

FY2018計画
（のれん償却前）

FY2018計画
（のれん償却後）

営業利益
17.2億円増を計画

（のれん償却前）

191.3

208.5

125.0

8.5

▲28.0

3.7

2.0

8.0

4.0

19.0

▲83.5

販売増等

製品集約・
サービス拡⼤等

原価改善

資材費
⾼騰等

ソリューション
拡⼤

のれん
償却

⼀時費⽤の
改善

経営資源の
効率化

シナジー 新規
事業

既存
事業

（単位：億円）
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５．既存事業
■地域ニーズにマッチした製品展開

■原材料価格⾼騰への対応
 フォークリフトの価格改定

 新型フォークリフトの市場投⼊

 新興国市場における電気⾞化への対応

欧州向け新型ローレベル
オーダーピッカー
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FY2014 FY2015 FY2016 FY2017

【新興国市場 電気⾞市場台数】
（単位：千台）

欧州向け新型バッテリー式
3輪フォークリフト「TX3」

• 欧州設計モデルの他地域への展開。

【銑鉄価格推移】 【鉛価格推移】

• 最新の欧州デザインを取り⼊れた新型バッテリー式
フォークリフト「TXシリーズ」を販売開始。
「TX3」は2018年reddot award（欧州デザイン賞）受賞。

• 欧州ウェアハウス市場に対応するため
ローレベルオーダーピッカーをモデルチェンジ。

• 2018年度以降も統合モデルを展開予定。
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６．シナジー
■製品集約

■アフターサービス・中古⾞ビジネスの拡⼤

国内向け中型エンジン式
フォークリフト「FD70」

 商品⼒の強い製品への集約

 部品供給体制の統⼀化

 中古⾞ビジネスの拡⼤
• 双⽅の特徴を⽣かし販路開拓を推進。
• 国内外での製品バリューチェーンの拡充。

• ⽣産拠点ごとに分散されている各地域のパーツセンターを2020年度を⽬処に集約。
• 「部品管理の効率化」「業務の簡素化」「配送費⽤の軽減」シナジーを創出。

国内向けリーチ式
フォークリフト「Platter」
（TCMブランド仕様）

• 強みのある製品をマルチブランドで販売。
• 製品集約により⽣産効率を向上

製品名 販売地域

集約実施
機種

リーチ式フォークリフト「Platter」 ⽇本・アジア

中型エンジン式フォークリフト「FD70」他 ⽇本

⼤型エンジンフォークリフト「FD160」他 ⽇本

国内向け⼤型エンジン式
フォークリフト「FD160」
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■安全・安⼼への取組み
 運⾏安全技術の⽔平展開

グッドランニングシステム

負荷

油圧シリンダ

⾼圧側低圧側

コントロールバルブ

アキュムレーター

• グッドランニングシステム：油圧システムに装着された2つのアキュムレーター（緩衝装置）により
⾛⾏中に発⽣する振動や衝撃を吸収。

 荷物への衝撃を吸収
 荷崩れを防⽌
 騒⾳の軽減
 オペレーターの疲労軽減

システム非搭載 システム搭載車

本システム搭載⾞種を拡⼤し、⾼度な安全技術をお客様にご提供

６．シナジー

（旧ユニキャリアにて製品化）
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６．シナジー
■原価改善

■経営資源の効率化

新川崎事業所 外観

• 経営基盤の強化を⽬的にアセットマネジメントの⼀環として、
MCFE※（オランダ）の⼟地・建物を2018年2⽉に、
新川崎事業所の⼟地・建物を2018年4⽉に資産譲渡。

 欧州⼦会社保有不動産のリースバック

 リソース最適化への投資

FY2016 FY2017 FY2018 FY2020

STEP1
調達体制の

確⽴
取引先の

集約

STEP2
機種すみ分け

による
⽣産再編

STEP3
統合開発

製品の投⼊
STEP0

共同購買の
開始

製
品
価
格

資
材
費

原材料⾼騰 原材料⾼騰⾒込

• 2017年度は原材料⾼騰があったが、
原価改善施策の前倒しで影響を抑制。

• 今後は「部品共通化」「機種⽚寄せ」、
さらには「統合開発製品の投⼊」を実施。

 コスト改⾰の実現

• トラブルシューティングシステム構築によるサービス効率の向上。
• サービス要員・セールス要員の増強によるお客様対応⼒の強化。

 新川崎事業所の資産譲渡

※MCFE：Mitsubishi Caterpillar Forklift Europe B.V.



FY2015 FY2016 FY2017 FY2018
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７．新規事業
■ソリューションの拡⼤

【AGV・AGF受注額推移】

さらなる
受注増へ

• 「⾃動化・無⼈化・省⼈化」ニーズの⾼まりでAGV・AGFの
受注が拡⼤。

• レーザーAGF「Platter Auto」の展⽰機をオンサイト研修センター
（埼⽟）と新川崎事業所に導⼊。

• 今後、⽇本・欧州以外の地域でも展開予定。

レーザー誘導AGF「Platter Auto」 デモ⾵景（オンサイト研修センター）

※AGV：無⼈搬送⾞（Automated Guided Vehicle）
AGF：無⼈フォークリフト（Automated Guided Forklift） AGV・AGF※の拡販

 ⾃動化・無⼈化技術の応⽤
• 倉庫内物流の無⼈化について三菱重⼯業と共同で研究を開始。

Rocla製レーザー誘導AGV
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【システム全体像】

物流現場

クラウド
サービス

お客様管理部⾨

業務パソコン

お客様各拠点

WEB照会
全事業所の⾞両稼働状況
（グラフでビジュアル化）

DLU搭載フォークリフト

データロガー
ユニット

（DLU）

Wi-Fi通信３Ｇ通信

ICカードリーダ

ドライブレコーダー

標準仕様

ｵﾌﾟｼｮﾝ対応

⾞体内臓
CAN

どちらか選択可能

安全の⾒える化

稼動率の⾒える化

⾞両状況の⾒える化

フォークリフト事故の撲滅、オペレーターの安全保持
フォークリフトの稼働率・オペレーターの⽣産性の把握
⾞両状況・バッテリー使⽤状況の把握

■AI・IoT技術による作業の「⾒える化」
７．新規事業

 フォークリフト稼動管理システム「Logistics Vehicle Support」（2018年6⽉発売予定）

当社製品の特徴 ①Wi-Fi通信対応 ②既納⾞両・他社製⾞両への対応
③冷凍冷蔵庫仕様⾞への対応 ④ドライブレコーダー装着可能（オプション）

安全 稼動監視 ⾞両状況

安全 稼動率 ⾞両状況

稼動実績データ
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８．経営基盤強化

■ガバナンスの強化

■業務システムの統合
項⽬ 進捗状況

管理／ファイナンス 完了
販売 推進中
⽣産 推進中
設計 完了
調達 推進中

業務ツール統⼀化（国内）実施状況

• 統合範囲の拡⼤により統⼀効果の最⼤化を⽬指す。
• 2017年度に国内の会計・設計システムの統合は完了。
• 今後は2020年度を⽬処に国内業務システムの統合を

完了し、グローバルの統合を⽬指す。

• グループ規模の拡⼤に対応し、各種規則類の拡充および教育の充実。
コンプライアンスの徹底とあわせ、確固たるガバナンスを構築する。

 事業統合への対応

 統括会社の設⽴
• 欧州および⽶州に地域統括会社を設⽴。

必要に応じた権限委譲とあわせ、柔軟かつ迅速な対応を可能にする。
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注意事項
 本資料につきましては投資家の皆様への情報提供のみを⽬的としたものであり、売買の勧誘を⽬的

としたものではありません。

 本資料における将来予測に関する記述につきましては、⽬標や予測に基づいており、確約や保障を
与えるものではありません。

 将来における当社の業績が、現在の当社の将来予測と異なる結果になることがある点を認識された
上で、ご利⽤ください。

 業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成しておりますが、
当社はその正確性、安全性を保障するものではありません。

 本資料は、投資家の皆様がいかなる⽬的にご利⽤される場合においても、ご⾃⾝のご判断と責任に
おいてご利⽤されることを前提にご提⽰させていただくものであり、当社はいかなる場合においてもその
責任は負いません。

本資料に関するお問い合わせ
三菱ロジスネクスト株式会社 企画部企画課 齋藤、 辻

〒617-8585 京都府⻑岡京市東神⾜2-1-1
TEL：075-956-8610 FAX：075-951-4038

URL：www.logisnext.com
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